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ハイダ・グワイの陸と海
─世界遺産グワイ・ハーナス国立公園を行く─

Sustainable Tourism of Haida Gwaii, Canada:

Management of “Super Natural” World Heritage

小林 天心＊

KOBAYASHI, Tenshin

はじめに

アラスカの南部は，カナダ西海岸のブリテイッ

シュ・コロンビア（BC）州まで，細長く食い込

んだ形になっている。俗にアラスカのパンハンド

ル（フライパンの取っ手）と呼ばれる部分だ。そ

のすぐ南の太平洋上に浮かんでいる島々が，ハイ

ダ・グワイ（Haida Gwaii）である。ここに住む

先住民族のことばで直訳すると「人々の島」。

2010年になってカナダ政府は，ようやくここを先

住民の正式名称である，ハイダ・グワイとするこ

とに合意した。それまではクィーン・シャーロッ

ト島と呼ばれていて，多くの地図にまだこの名称

が記されている。ハイダ・グワイは南北におよそ

220キロ，中心は北にグラハム（Graham）島，

南にモースビー（Moresby）島。この�つの大き

な島を隔てるのが，ごく細いスキッドゲート

（Skidegate）海峡である。周辺を180個ほどの小

島が取り囲んでいる。
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細長い逆三角形のハイダ・グワイは，広さがざ

っと�万平方キロだから，東京，千葉，埼玉を足

したほどの面積。太平洋を渡って暖かい日本から

の海流がここら一帯を洗っている。アラスカやカ

ナダ太平洋岸は，高い山脈と海流の関係から，雨

量が多く（年間4000〜5000ミリ，東京の数倍にも

なる）気候は通年寒冷湿潤，しかし冬季でも気温

が零下にまで下がることは少ない。したがってこ

の一帯には，スギ，ツガ，トウヒなどの巨大な針

葉樹林が生い茂り，それらはまた分厚い緑の苔で

覆われている。日本で言うなら屋久島のスギ林，

白谷雲水峡を思い浮かべてみればわかりやすい。

それが何百倍もの規模で一面に広がっている。

先住民ハイダ・ネーション

ここに住む先住民族ハイダ・ネーションなど，

2013年現在ハイダ・グワイの人口およそ4000人。

�万数千年前の氷河時代に，ベーリング海峡がユ

ーラシア大陸とアメリカ大陸をつなぐ陸橋だった

頃，アリューシャン方面からアラスカ南部伝いに

下ってきた人々が住みついた。かれらは豊かな陸

と海の食糧に恵まれ，ここに永く独自の文化をは

ぐくんできた。大きなカヌーを操り周辺の島々や

本土側と交易を行ない，ときに侵略・略奪にも及

んだことから，俗に「北西太平洋のヴァイキン

グ」などと称されることもある。＊末尾文献（�）

かつてハイダ・グワイには数十の村があり，最

盛期には�万人近くのハイダ人が暮らしていたと

されるが，今その面影はほんのわずか残されてい

るに過ぎない。18世紀末ごろには，ここから数十

キロ北，現在のアラスカ最南部プリンス・オブ・

ウェールズ島にも，1700人ほどのハイダ人が移住

していたと言われている。

現在モースビー島の南半分はグワイ・ハーナス

（Gwaii Haanas：うつくしい島々）という名前の

国立公園になり，カナダとハイダ双方による慎重

な公園管理と海洋保護の経営が行われている。こ

の国立公園を有名にしているのが，モースビー島

南端近くの太平洋上に浮かぶ小島，スカン・グワ

イ（SGang Gwaay）である。19世紀後半に無人

となったこの村は，それからおよそ100年後の

1981年に世界文化遺産に登録された。この村に行

くには，現地で催行されているツアーに参加し小

型船舶で渡るか，カヌーを漕いでゆくか，小型水

上飛行機によるしかない。

かつて日本に広く住み，今は北海道の一部にま

で押し込められてしまった日本の先住民族がアイ

ヌである。�〜�万年前の氷河時代にまで歴史を

さかのぼってみると，アイヌとハイダは兄弟分に

なる。双方とも文字をもつことがなく，彼らの歴

史は口伝によって継承されてきた。ベーリング海

峡を渡った兄弟分たちは何派かに分かれ，北はグ

リーンランドまでイヌイットとして，カナダ・ア

メリカ中央へも多くの部族名のもとに，そしてさ

らにメキシコから南米，その西端のフエゴ島まで，

長い時間をかけて南下，広がっていった。

アラスカのパンハンドル部分は，「クリンギッ

ト」という先住民のエリアだ。ハイダとクリンギ

ットはきわめて共通点の多い文化をもっているし，

18世紀の白人との接触以降�った運命も同じであ

る。＊（17）ハイダ・グワイと目と鼻の先にあるカ

ナダ本土側の，ティムシアンやニシュガという

人々も，その運命から逃れられなかった。

こうした南北米大陸における1000万人とも2000

万人ともされる彼らが，ユーラシア大陸の西端か

ら船に乗ってやってきた「白人」と遭遇するのは，

ようやくつい最近，1492年のコロンブス以降であ

る。＊（12,14）

ハイダ・グワイ地方においても，ベーリング海

峡から南下してくるロシア人や，メキシコやカリ

フォルニア方面から北上してくるメキシコ人など

とハイダ人が出くわすのは，1700年代半ば，日本

の江戸中期のこと。白人たちの主な目的は，ビー

バーやラッコなど動物の毛皮だった。しかし，白
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人たちが持ち込む病原菌に抵抗力が全くなかった

ハイダ人は，それから100年間ほどでほとんど絶

滅の危機にまで追い込まれてしまう。

ハイダの文化は，その陸と海とから不可分であ

る。しかしとくに19世紀末以降，人々の歴史を伝

える，多くの廃村に残された建物や各種の柱など

（トーテムポールと呼ばれるが，正確にはそうで

はない：後述）は，多くが無人無主とされた廃村

から持ち出された。十数メートルに達するポール

はそのまま，あるいは気に入った部分だけ切り取

られ，勝手に島の外へ運ばれてしまったのである。

それらは個人的に所有されたり，カナダ・アメリ

カ各地の博物館に，遠くはロンドンの大英博物館

やオーストラリアにまで分散した。残された廃村

や多くの記念柱は，深い森と苔の中に埋もれ，彼

ら祖先の身体や霊とともに，徐々にハイダ・グワ

イの土に還りつつある。＊（�,�）

ハイダ文化の再興

20世紀後半になり，ハイダ・ルネッサンスが起

こる。少しずつ人口が回復してきたハイダ人によ

る，言語や各部族伝統文化の保存，建築・彫刻・

装飾の技法などが，意図的に継承・再現され始め

た。ハイダのプライドが甦っている。そしてこの

カナダ北西海岸部に位置する，ハイダの独特な生

活様式や芸術文化は，ようやく世界中から高い評

価と尊敬を獲得しつつある。さながら太平洋にお

けるポリネシア文化，ニュージーランドにおける

マオリ文化の再興・再評価を連想させる動きと言

っていい。

ツーリズムの世界に長く身をおき，1970年代か

ら80年代の，日本におけるカナダ観光開発に深く

携わってきた私は，20世紀末までアンソニー島と

かニンスティンツと呼ばれたスカン・グワイに，

早くから強い興味を持ってきた。しかし距離と時

間という�つの制約から，なかなかここを訪れる

機会がなく，ようやく2013年の�月になって希望

がかなった。ゾディアックという小型のエンジン

付きゴムボートに乗り，グワイ・ハーナス国立公

園と，スカン・グワイの世界遺産地区を巡ったの

である。

このレポートはその時の体験をもとに，ハイダ

の自然と歴史や文化，その独特な国立公園の管

理・経営について述べる。さらにハイダの人々の

手によるグワイ・ハーナスのツーリズム管理と経

営につき，最近の状況を紹介してみたい。

なお現在ハイダ語に関しては，ローマ字表記に

よ る「ハ イ ダ語復活計画」と で も い うべき，

SHIP（Skidegate Haida Immersion Program）と

いうプロジェクトが進行中である。ハイダ地域で

はアラスカ南部からカナダ西岸にかけ，多くの近

似言語が話されていたが，各村々によって発音な

どにかなりの変化が見られた。ハイダ・グワイ内

の集落ごとでさえ差異があった。現在ハイダの

人々 は主に，グ ラ ハ ム 島 北 部 のマセッ ト

（Massett）と，同島 南 部 の ス キ ッ ド ゲ ー ト

（Skidegate）という�カ所に住んでいるが，これ

らの人々の間でもなお，発音表記に微妙な差があ

る。したがって，彼らの言語をローマ字によって

統一し，標準標記にまでもっていく作業は並大抵

ではなく，上記 SHIP によるハイダ語標記法完成

には，まだまだ相当な時間が必要とされるであろ

う。なお当稿におけるハイダの地名などカナカナ

表記は，SHIP による発音表記解説に拠ってい

る。＊（�）

�．ハイダ・グワイの歴史

�）白人たちがもたらした激動の時代

ハイダ・グワイの海域に最初にやってきた白人

は，1740年代のロシア人たちだった。彼らはフィ

ヨルド地形のアラスカ・カナダ沿岸部を下って，

カリフォルニア方面にまで達し，メキシコ方面か
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ら北上するスペイン人たちと交錯する。

ハイダについての記録に残る古いものは，1774

年に木造のコルベット艦サンチアゴに乗り，サン

フランシスコの南モントレーからやってきた，フ

アン・ペレスである。スペイン総督の命による北

緯60度までの探検だった。当時の北西太平洋岸は

ヨーロッパの地図上になにも描かれていなかった。

全く白紙だったのである。ペレスは北緯55度近く

にまで到り，岩だらけの海岸に上陸し，そこをカ

ボ・サンタ・マルガリータと名付け，大きな木の

十字架を立てた。これが現在グラハム島の北西角

に位置するランガラ（Langara）島のセント・マ

ルガリータ・ポイント。カリフォルニアからアラ

スカの間における白人たちの最初の命名だったと

いう。だが彼らは強風によりすぐに押し流され，

南下を余儀なくされる。そして海上から深い霧を

通し山脈のてっぺんを望遠したかれらは，この

山々にシエラ・デ・サンクリストバルという名前

を付けた。これが現在のモースビー島にある，こ

の島の脊梁というべきサンクリストバル（San

Christoval）山脈だ。かれらはバンクーバー島の

ヌートカ湾に帰り着いたが，総督の覚えは目出度

くなかったらしい。ヌートカ湾にはこの頃，毛皮

の交易所として人が集まり始めていた。当時アメ

リカ東海岸では，東部13州の独立戦争が始まろう

としている。

つぎの記録に登場するのは例のキャプテン・ク

ックである。彼は�度目の太平洋航海で，カナダ

の北を回り大西洋から太平洋に出る航路を，太平

洋側から探ろうとした。いわゆる北西航路の発見

という，�世紀にわたる英国の悲願である。1777

年，かれはヌートカ湾を出てハイダ・グワイ沖を

とおり，現在のアンカレジ，ベーリング海を北上，

北極海にまで至った。しかし北西航路の発見は諦

めハワイまで南下したところで，原住民とのトラ

ブルに巻き込まれ殺される。彼の航海記に，この

北西太平洋に豊富に棲息するラッコのことが紹介

されていた。これがハイダに大きく影響する。

1787年，スコットランド人のジョージ・ディク

ソンが，200トンのクィーン・シャーロット号に

乗って，ランガラ島南部のクローク湾にやってき

た。クィーン・シャーロットというのは当時の英

国王ジョージ三世の妃の名前である。ちなみに彼

はアメリカの独立を招き，大英帝国のありかたを

大きく変えた王として記憶されている。彼の孫娘

が大英帝国のピークを築いたとされる，クィー

ン・ビクトリア（1819-1901）である。

クローク湾でディクソンは多くのハイダ人たち

の船に取り囲まれた。かれらは白人たちとの交易

に慣れている様子で，手斧やナイフに強い興味を

示した。わずか30分でディクソンたちは300枚も

のラッコの毛皮を手に入れ�万5000ドルを稼いだ

とされる。アメリカ連邦銀行の試算によれば1800

年当時の�ドルは，現在の14倍の価値だったとい

う。あっさり2000万円ほども稼いだことになるで

はないか。＊（15）

さてディクソンはその後ハイダ・グワイを巡り，

南端の島にセントジェームス岬と命名，ここが島

であることを明らかにしたうえで，クィーン・シ

ャーロット島と名付けた。当時のイギリス系の船

乗りたちは「キングジョージ・メン」と呼ばれて
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いたから，ディクソンからすれば，当然の命名だ

ったであろう。やがてアメリカの独立後は，北西

太平洋までやって来る者たちは「ボストン・メ

ン」に切り替わってゆく。＊（12,�）

�）カナダ太平洋岸の19世紀

このあと1791〜95年に，現在のオレゴンからア

ラスカに至る北西太平洋をつぶさに探検・測量，

地図上に多くを書き込んだのはジョージ・バンク

ーバーである。河川，海峡，湾や入り江，山々な

ど，現在われわれがこの地域の地図上に見る多く

の地名は，ほとんどバンクーバーの命名である。

彼はクックの探検にも同行していた。

ヌートカ湾の所有をめぐり，当時のスペインと

イギリスが争ったが，1794年にスペインは手を引

く。この大きな島の名称もバンクーバー島と確定

された。やがて1846年に米加国境が49度線に決め

られ，以南はアメリカ領になる。1849年に，バン

クーバー島がイギリスの植民地に昇格した。1858

年にはカナダ本土側も英領コロンビア（British

Columbia：BC）植民地となるが，両者は1866年

に合併し首都をビクトリアに置いた。当時製材所

などがあったに過ぎない本土側の港町ギャスタウ

ンが，バンクーバーという名前になるのは，1886

年 に な っ て か ら の こ と で あ る。ちなみに

Columbia というのは Columbus からきている女

性擬人名詞，アメリカのことだ。つまり英領コロ

ンビアは英領アメリカと同義である。

1850年代に BC 州奥地のカリブー地方やフレイ

ザー河流域でゴールドラッシュが起きた。この地

域への玄関口となったビクトリアは一気にブーム

タウンとなる。そして1871年，BC は生まれたて

のカナダに加盟した。当時のカナダは1867年に東

部�植民地（オンタリオ，ケベック，ノバ・スコ

シア，ニューブランズウィック）が英領自治国と

して発足したばかり。新たな州として BC のカナ

ダ参加は，のちの1885年に開通するカナダ太平洋

鉄道完成を前提としたものだった。1867年といえ

ば，ちょうど日本の明治維新前夜。この年ロシア

はアラスカを，アメリカに売却している（日本の

�倍の面積が720万ドルだった）。このあと，プリ

ンスエドワード島，マニトバ，サスカチワン，ア

ルバータなどが順次，各地域への白人たちの移民

増加によって，イギリス植民地から離れてカナダ

に合流していった。大西洋上のニューファウンド

ランドに至っては，カナダへの参加が1951年，第

�次世界大戦のあとになってからである。

さて18世紀後半，アリューシャンからカナダの

西海岸にかけ，ゆうに10万匹以上のラッコが生息

していたとされるが，中国やヨーロッパで大変高

額な取引がなされたラッコの毛皮は，ロシア・イ

ギリス・スペイン三つ巴の，さながら海のゴール
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ドラッシュとでもいうべき騒ぎを引き起こした。

その結果，あっという間に北西太平洋からラッコ

たちの姿は消えてしまう。今の言葉で言うなら持

続不可能，「旧大陸の欲」があっさりかれらを絶

滅の淵に追いやってしまったのである。1911年，

ラッコの捕獲が禁止された時点では，生存数わず

か 1000 匹ほ ど に すぎな か っ た と さ れ て い

る。＊（�）

アメリカを独立で失ったイギリスは，カナダに

おける先住民との交易をハドソンベイ・カンパニ

ー（HBC）に拠っていた。この会社は国策会社

と し て「The Government and Adventurers of

England into Hudsonʼs Bay」をうたい，1670年に

設立された。以後，北極圏から北西太平洋岸に至

る広い範囲に多くの探検家を送り出し，交易や植

民の範囲を広げつつ，1793年にはマッケンジーが

陸路ようやく太平洋岸にまで到達する。

先住民との交易にさまざまな経験を重ねてきた

HBC は，先住民との良好な交易と酒は決して両

立しないことを学んでいた。しかしボストン・メ

ンはおかまいなく交易に酒を持ち込み，かなり荒

っぽいことを平気でやったし，ハイダからも「節

操のない輩」として軽蔑されたという。

K・ダルツェルは後に掲げた本の中で，典型的

なボストン・メン，ケンドリック船長などがやっ

たことを書いている。1791年，90トンのレディ・

ワシントンに乗ってスカン・グワイに現れたケン

ドリックは，勇猛なチーフだったコヤとの間で紛

争を引き起こした。一方は銃で武装，もう一方は

カヌーを操っての戦い。ほとんど一方的な殺戮と

言っていい戦いとなって，コヤの妻や子供を含む

ハイダが�日で60人も殺された。当時の野卑で傲

慢な白人たちが，北米の先住民に対してどんな対

応をしていたかがよくわかるシーンだ。＊（�,17）

1834年に HBC は先住民との交易のために，ハ

イダ・グワイのカナダ側対岸，現在プリンス・ル

パートがあるすぐ北にシンプソン砦を，1843年に

バンクーバー島南端にも交易所を置き（現ビクト

リア），1870年にはマセットにも交易所を開設し

た。

このような激しい動きの19世紀前半の中で，ラ

ッコの毛皮を失ったハイダ人たちは，テン，ビー

バーなど他の毛皮交易に手を広げてゆく。だが，

とくにハイダの若者たちは新興ビクトリアなどの

けばけばしさや，酒などの誘惑に抗しきれない。

いかがわしく派手にふるまうペテン師や売春業者

などに，いいように食い物にされる者が多かった

らしい。ハイダ・グワイにおいても，わずかなが

ら銅や金鉱などが掘られ，白人たちはかまわずハ

イダの領分に侵入した。ハイダ人の多くが，これ

らの人足や運送関係に身をやつし，独自の生活環

境から引き離されるようになった。ながく独自の

生活環境に浸ってきたハイダは，運命的とでもい

う北米大陸の歴史の中に引き込まれてゆく。＊（16)

�）天然痘の打撃，白人の侵入

1862年，ビクトリアからハイダ・グワイに帰っ

た�人の若者が，天然痘に罹患していた。それま

でにもすでに，結核や風邪，はしかなど，旧大陸

からの病気免疫力がなかったハイダの人口減少は

進んでいたが，翌63年に広がった天然痘の爆発的

流行は恐るべきものだった。以後わずか10年間ほ

どのうちに，ハイダの人口は600人ほどまでに激

減したという。白人たちとの接触以前には�万と

も�万人と称されることがある人口の，じつに	

割以上が一瞬のうちに消えたのである。これに似

た現象は北隣のクリンギット，エスキモーや新大

陸各地，南太平洋の島嶼地域で多くひき起こされ

ている。北西太平洋カナダの，ほぼ�万年以上に

わたって旧世界との交流が一切なかった，最もユ

ニークとされるハイダ文明が，一夜のうちに危機

に瀕した（ダルツェルは1840年のハイダ・グワイ

の人口について，7000人という数字を紹介してい

る）。
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各集落の人々は激しい人口減に耐えきれず，い

くつかの集落に居を移しながら20世紀を迎えた。

病原菌に加え，ハイダ人にとって痛かったのはキ

リスト教の伝道師たちと，カナダ政府の干渉，

「同化政策」である。伝道師たちの活動は，ハイ

ダの族長たちの若者に対する影響力を弱める結果

にもなった。カナダ政府はハイダの重要な儀式な

どを野蛮として禁じた。宣教師団はハイダの子供

たちを「正しい教育のため」として親元から強制

的に引き離し，彼らのミッション・スクールに入

れた。親たちの抗議は警察権力によって封じられ

たというから，人権無視どころのさわぎではない。

白人によるハイダへのおせっかいな人権無視は，

1880年代から1970年代まで続けられたのである。

もちろん隔離された子供たちの大半は，学校を出

てのちハイダ・グワイに戻ることなく，BC 州各

地やアメリカ北西部にまで流れて行った。＊（�）

さらに，これら学校の寮などにおける，宣教師や

教員たちによる子供たちへの虐待や性的暴力が告

発され，カナダ政府はつい最近（2008年）になっ

て，公式な謝罪と補償に応じたばかりである。同

化政策といえば多少はマシにきこえるかもしれな

い。しかし，北米大陸における実質的な先住民絶

滅政策は言語を絶するすさまじさである。＊（18）

1882年から政府はハイダ人にお構いなく，森林

の伐採権や鉱山の採掘権を，白人たちなどに発行

し始める。こうしたなかで，1910年代には日本人

による銅鉱山（モースビー島南部 Ikeda Cove）

が，数少ない成功例として記録されている。ロー

ズハ ーバー の捕鯨基地（Consolidated Whaling

Corp Ltd.など）でも日本人が働いていた。前者

は数年で，後者は1943年までに1182頭のクジラを

解体したのち閉鎖された。現在ローズハーバーは，

グワイ・ハーナス国立公園内における唯一の民宿

が，1978年以来スーザンとゴーツの手によって経

営されている。

またさきの Ikeda Cave 近くには「タニヨ・イ

ソザキ」という日本人女性のお墓が，苔に埋もれ

ながら残っている。やはり当時ここにあったアワ

ビの缶詰工場で働いていた人だという。1913年10

月21日，30歳で亡くなったと墓標にあった。

伝統的な生活の場と様式との双方から切り離さ

れたハイダは，スキッドゲートとマセットに集ま

ったが，木材の伐採，漁夫，本土側の工夫などを

主な仕事として，20世紀前半を耐える。BC 州政

府はクィーン・シャーロット島を，農業に最適な

「無人の地として」タダ同然で（�エーカー＝

1200坪＝�ドル）売出し，入植を北米全体にまで

呼びかけた。第�次世界大戦前にはかなりの人々

が入植したが，戦争後は島から離れるものも多く，

荒野に帰ったグラハム島北部は，現在広大な州立

公園になっている。

こうしたなかで病原菌を乗り越えたハイダは，

第�次世界大戦の20世紀中ごろまでに，ハイダ・

グワイで1500人，カナダ各地に2000人ほどと，よ

う や く 人口の回復が見ら れ る よ う に な っ

た。＊（�）

�）ハイダ・ルネッサンス

こうした流れの中に登場するのが，ハイダ再興

の基を築い た と さ れ る彫刻家，ビ ル・リ ー ド

（Bill Reid，ハイダ名 Iljuwas Yalth Sgwansang，
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1920-98）だ。現代カナダを代表する，世界的芸

術家の�人である。彼は1920年生まれ，父がスコ

ットランド系白人，母がハイダ人，ビクトリアで

育った。1943年になってはじめて母親の故郷であ

るスキッドゲートに行き，祖父からハイダ彫刻の

手ほどきを受ける。祖父はハイダの彫刻家として

名高いチャールズ・イーデンショーから多くを学

んでいた。やがてトロントやバンクーバーで研鑽

を重ねた リ ー ド は，1949 年，BC 州 立 大 学

（UBC）のトーテムポールパーク設営にかかわる。

やはりカナダ北西部出身で先住民彫刻家として知

られる，マンゴー・マーティンや彼の弟子である

ダグラス・クランマーからも多くを学んだ。1959

年には同大学内のハイダ村再建計画に参画，62年

に完成した。彼の代表作は UBC の考古学博物館

にある「ワタリガラスと最初の人々」，バンクー

バー国際空港ロビーに展示されている「ジェー

ド・カヌー」，スキッドゲートの部族会議場前に

建てられた，高さ18メートルもの「メモリアルポ

ール」などがある。まさにハイダのルネッサンス

ともいうべき，あらたな潮流を先導したといって

いいだろう。

彼に続き，弟子のロバート・デービッドソン，

エド・ロス，パット・ディクソン，アルフレッ

ド・コリンソンなどの俊秀が彫刻芸術やプリント

などの分野で活躍，かれらはいずれも「ハイダの

誇り」を呼び覚ましつつ，今世紀にまでその伝統

をつないでいる。＊（�）

�．ハイダの自然と文化

「我われの文化や伝統は，陸と海に対する

我々の尊敬であり，親しみの証しである。さな

がら森の木のように人々の根は絡み合い，いか

なる困難にも負けることはない。我われはハイ

ダ・グワイに拠って立つ。この地に我々の祖先

は生き，死んでいった。我われもまた，いつの

日か彼らに呼ばれるまで，ここに居を構え，暮

らす。そして今生きている我われは，自分たちの

遺産を未来の子孫に引き継ぐ責任を負っている」。

──ハイダ憲法序文から＊（�）（訳は小林）

�）自然から与えられる「利子」だけの生活

ハイダの人々の暮らしは全く自然と一体であり，

何千年もの間，自然に溶け込んで暮らしてきた。

地球上あらゆる地域の「先住民」に共通すること

なのだが，今の人類が言い出したエコロジーとい

うのは，100パーセント，彼らのライフスタイル

を表すものにほかならない。自然の恵みを少しず

ついただき，必要以上に蓄えることはしない。地

面を深く掘り返し，再利用不可能な始末にするこ

とはない。土地の私的所有などということは考え

たこともなかった。人を自然界の頂点に置くとい

う驕りもない。すべてを再生可能な形で土に返し

てゆく。必要最小限の消費で感謝しつつ生きてゆ

く。まさに自然がもたらしてくれる「利子」だけ

の生活。「元」に手を付けることを絶対にしない。

すべからく持続可能であり，再生可能な暮らしぶ

りなのである。

文字を持たない彼らの歴史は，口伝てに継承さ

れ，命脈を保ってきた。自然のなかにあって彼ら
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は他の動物や鳥たちを，人間と同列に考えてきた。

あるいはおおいなる自然のなかで人間の方が彼ら

の子孫だと考えてもきた。そもそも人間がこの世

にあらわれたのは，グラハム島北西の浜辺で，ワ

タリガラスが蛤の貝の中から，人間たちを引っ張

り出して育てたからだとされている。この物語を

形にしたのが，先述のビル・リードによる「ワタ

リガラスと最初の人びと」だ。ハイダの人々は，

ワタリガラスかワシの系列，どちらかに属してい

る。この系列同士の中における婚姻は許されない

母系社会である。さらに�つの系列の中から，熊，

狼，シャチ，ラッコ，ハヤブサなどをモチーフと

する副次部族・系列ができてきた。

ハイダの集落にある主だった家々の前の建てら

れている柱には，こうした部族の歴史がすべて刻

み込まれている。原始の精霊信仰，動物を祭るア

ニミズムとは異なり，系統と血統，権利，歴史，

部族の紋章などがさまざまな様式で刻まれた集落

の守護神でもある。だからこのような柱を，たん

なる動物信仰の象徴であるトーテムポールと呼ぶ

のは正しくない，とハイダの文化は主張する。と

くに，人間をすべての頂点とみなすキリスト教的

価値観からすると，ハイダなどあらゆる先住民が

もつこのような信仰や価値観は，「未開社会」ゆ

えという蔑視の対象となりがちなのだが，なんら

さしたる根拠はない。

�）さまざまな記憶を刻み込んだ柱

海で亡くなったり，ハイダ・グワイ以外の地で

亡くなり，身体が戻ってこない人を記念するポー

ル（Memorial Pole）がある。本来なら，ハイダ

の身体はハイダ・グワイの土に還らなくてはなら

ない。柱の下部にはその家の紋章が刻まれ，トッ

プにはワタリガラスかワシのどちらか。中間には

彼がつかさどったポトラッチの数だけリングが刻

まれる。ポトラッチというのは，地位の高い族長

などが催す大宴会のことだ。結婚式，葬儀，代替

わり，そのほかの大切な儀式には必ずポトラッチ

が開催され，多くの人が招かれた。贈り物などの

施しも盛大に行われる。部族内における，一種の

富の再配分という機能をもっていたとされるが，

偉大な族長ほどこの回数が多い。こうした儀式さ

え，19世紀末には白人の政府により禁止命令が出

された。

病原菌という想像もしなかった大災害のあと，

白人政府による強引な諸政策でハイダ・グワイの

地から出て行くことを余儀なくされたり，自由な

土地の活用を封じられ，それまでとは全く異なる

生活様式を強いられたハイダの人々の，プライド

を込めた強い思いが，先に紹介したハイダ憲法序

文に如実に書かれている。

霊安追悼のための柱（Mortuary Pole）もある。

族長など地位の高い人が亡くなると，死体はスギ

板でつくられた箱に納められる。しばらく家に安

置されたのち，この箱は集落前に立てられた霊安

柱の上部に収められることになっている。後継者

は先代の死後�年以内にこのポールを立て，ポト

ラッチを行わなくてはならない。

何家族もが一緒に生活していた大家屋，ロング

ハウスの前面に立てられるのがFrontal Pole であ

る。ワタリガラスかワシのメイン系統を象徴する

彫刻を冠として，部族の歴史を表す様々なサブシ

ンボルの動物，人の姿かたちが，太い一本のスギ

の上から下にまで重ねられ，雄渾に彫り込まれて
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いる。19世紀末以降，ハイダの地から持ち去られ

たもののほとんどがこれである。

ロングハウス中央奥，チーフの座の背後を飾る

大黒柱ともいうべき Interior Pole など，俗にト

ーテムポールと一括される柱は一様ではなく，同

じものは�つとしてない。

19世紀後半の病気の急襲は，こうした伝統の継

承をほとんど不可能にしてしまったし，白人たち

による差別や蔑視もまた，ハイダの誇りを奪うに

十分だった。そして無人化した各集落からは，そ

の地に眠る人々の霊や部族の想い，伝統など一切

が無視されたまま，これらのポールは引き抜かれ，

あるいは主だった紋章部分が輪切りにされるなど

して，家々に残された記念品や貴重な家具や道具

や装飾品共々，全く勝手に持ち去られてしまった

のである。

グワイ・ハーナス国立公園内の世界遺産，スカ

ン・グワイから持ち去られた最大のポールが，ロ

ンドンの大英博物館に据えられている。ハイダ・

グワイのスキッドゲート，あるいはマセットにあ

るハイダの博物館などへの，各集落から無断で持

ち出された柱や記念物の返還が広く呼びかけられ

ている。＊（�,�,11）

�）ハイダの命，スギの木

こうした柱は，どのみち朽ちてしまうのだから，

わざわざ返す必要はないと考えられるかもしれな

い。しかしハイダの人々は，柔らかなスギでつく

られたいろいろな柱が，やがて朽ち，苔に覆われ，

ゆっくり土に還ってゆくのを見つめながら，祖先

の記憶を呼び覚ましてきた。何千年もの間，こう

したことが繰り返されてきたのである。西欧文明

との遭遇以後も，かれらのスピリットの中にはこ

の習慣や伝統が生き続けている。

ハイダの人々はハイダ・クワイの豊富な食料に

恵まれてきた。森にはベリーやきのこなどがいく

らでもあり，海からは貝類，多くの魚がたやすく

手に入った。もちろんたくさんの鳥類と動物もい

る。秋になると川にはサケがあふれた。

それゆえ冬になると，男たちはポールを刻み，

家具調度品をつくり，家を建てた。女たちはスギ

の皮を加工し，敷布や布，衣類，籠，紐，箱など，

いろいろな生活用品を作り出す時間が十分にあっ

た。各部族や家系の紋章（Crest）に見る雄渾な，

あるいは美しくユニークなデザインは，より洗練

されつつ，世界中から高い評価を受けている。衣

装にほどこされる模様もまた然り。ハイダの人々

が生み出す芸術性の高さは，このように豊富な食

料に恵まれ，創造性を発揮できる時間的なゆとり

が十分確保されたからだとみられている。

ハイダ・グワイの森を形成し，ハイダの人々の

生活を支えてきたのは，トウヒ（Sitka Spruce），

ツ ガ（Western Hemlock），ス ギ あ る い は ヒバ

（Red Cedar）という�種類の針葉樹である。通

年寒冷ではあってもめったに凍らないハイダ・グ

ワイの森には，樹齢1000年というこれらの巨木が

育った。トウヒは高さ90メートルにまで大きくな

る。苔をまとい，ごつごつした表皮をもちつつ太

さは数メートルに達する。中でもスギはハイダの

人々の命といってもいい大切な木である。柔らか

く，まっすぐで油脂分の多いスギの木は，ハイダ

の家，ポール，全長15メートルにもなる大型カヌ
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ーを作り出すことができる。この皮をはぎ，柔ら

かくもみほぐすと，衣類などの生活必需品にたや

すく生まれ変わってくれる。さらに落葉樹として

はハンノキ（Red Alder）が生い茂っている。窒

素を多く固定し，ハイダ・グワイのエコシステム

全体に，豊かな栄養分を送り込んでいるのであ

る。＊（�）

�．グワイ・ハーナス国立公園の成立

ハイダ・グワイにおける主な産業は現在も林業

である。しかし，ハイダの文化をはぐくんできた

大切な森林が皆伐され，どんどんなくなってゆく

のを何とか食い止めなくては，という人々の思い

もまた強い。

1974年なって，こうした人々の運動がモースビ

ー島で始まった。しかし実際には，林業によって

生計を立てているハイダ人も少なくない。ハイダ

人の中でも対立が生じがちだった。さらに，ウェ

スタン・フォレスト・プロダクツとか，マクミラ

ン・ブローデル社など，大規模木材会社の政治力

には，ハイダの人々の抗議は届かない。チェーン

ソーの力が圧倒的だったのである。しかし80年代

になると，世界各地における自然保護運動や，エ

コロジー重視の風潮が，ハイダの追い風にもなっ

てきた。

1981年，モースビー島南端近くのアンソニー島

（現スカン・グワイ）が国定史跡となり，世界文

化遺産にも登録された。これがきっかけとなって，

ハイダの自然や文化に対する一般のカナダ人の関

心が高まり，ハイダの人々を大きく元気づけるこ

ととなった。

1985年には，ハイダの平和なライフスタイルを

これ以上破壊するなという主張のもとに，スキッ

ドゲートやウィンディ・ベイ（ハイダ名では，ル

ッキャ・ガウガ＝ハヤブサ湾）ではハイダの人々

のデモが行われ，ピケまでが張られたりした。こ

うした動きが国際的な関心を，このカナダ北西太

平洋の島に引き寄せた。

そして1987年，ようやく BC 州政府とカナダ政

府は，モースビー島南部における木材の伐採禁止

を決定，木材会社に対して補償金を支払い，モー

スビー島南部全域1475平方キロ，南北およそ90キ

ロを，グワイ・ハーナス国立公園ならびに特別保

護区に指定した（南モースビー協定）。カナダ先

住民のハイダとカナダ政府が共同で管理するとい

う，きわめてユニークな公園経営のしかたも，同

時に決められた。＊（�,�,�）

カナダ政府とハイダ・ネーションはìArchipe-

lago Management Boardí，ハイダ諸島経営会議

（AMB）を設置し，国立公園の管理・経営を行う

ことに合意したのである。この会議に参画するの

は，カナダ政府側を代表して国立公園管理局

（Parks Canada），ならびに国立漁業海洋管理局

（Fisheries and Oceans Canada）。ハイダ側を代表

するのは世界遺産委員会（Haida Heritage Site）

である。ハイダの主張が十分に認められるのかど

うかはっきりしない部分はあるものの，彼らにと

って AMB の存在は，以前に比べ相当おおきな変

化であり，前進であることに疑いない。

グワイ・ハーナスの公園管理を特徴づけている
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手法の�つに Watchmen Program がある。これ

はかつてハイダの集落があった�カ所（スケダン

ス，タヌー，ルッキャ・ガウガ，ホットスプリン

グス，スカン・グワイ）に，ハイダの公園管理官

�〜�名を常駐させ，公園の管理維持，観光客へ

のインタープリテーション，海難救助支援，悪天

候時の避難場所提供，などを行うというものであ

る。かつてハイダの集落には外敵などに備えた見

張り役が配置されていたが，新しい公園のウォッ

チマンは昔のそれより責任が重い。公園内を旅行

する人たちは，各地のウォッチマンから各集落に

おけるハイダにつき，さまざまな物語を聞くこと

ができる。ただし，ウォッチマン・キャンプのあ

る場所での，旅行者のキャンプは認められてはい

ない。

AMB は2010年，グワイ・ハーナスの周辺海域

10キロ圏内を海洋保護区に指定した。これによっ

てグワイ・ハーナスは，世界でも類を見ない陸と

海一体型の，5000平方キロに及ぶ国立公園となっ

た。そして2013年�月15日，グワイ・ハーナス25

周年を記念し，ルッキャ・ガウガに13メートルの

遺産記念ポールが立てられた。多くの人々，政治

家や文化人がここに集まり，ハイダの文化とカナ

ダという国家が抱える多様性を祝ったことは，ハ

イダの人々に新たな自信とプライドを与えたに違

いない。グワイ・ハーナス内における，実に130

年ぶりとなる歴史的できごとだった。＊（�,
,�）

�．公園の経営管理とハイダの主権

グワイ・ハーナス国立公園へのアプローチはら

くではない。モースビー島北部のモースビー・キ

ャンプまでしか道路が通じていないため，ほとん

どの旅行者はここから現地観光業者が運行する小

型船（ゾディアックかヨットなど）のツアーに参

加する。カヤックのツアー，あるいは個人のカヌ

ーイストなども，貸カヌーなどでここから出発す

ることが多い。

また出発前に，必ずスキッドゲートかサンドス

ピットの公園管理局で，�時間半ほどの事前レク

チャーを受けなくてはならない。個人の旅行者に

は，旅行許可証（Trip permit）が発行される。

とくにカヌーイストに対しては，安全上の配慮も

含めて細かな指示がなされている。天候や波，海

流に関する注意，緊急連絡方法その他。一般のツ

アーに参加する場合は，観光業者に同様の説明義

務が課されているため，受講は免除されている。

さらに，グワイ・ハーナスには厳格な入場人数

規制が敷かれている。公園に入ることができるの
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は�日200人である。�ツアーは12人まで。そし

て�年間の延べ入園者数は�万3000人。�人あた

り平均�泊すると�万1000人しか入場できない。

しかも，�万3000人の内訳は，個人でやってく

る旅行者（カヌーやヨットなど）用に�分の�，

ハイダ系の観光業者用に�分の�，そして一般の

観光業者用に�分の�が割り振られている。グワ

イ・ハーナスがもともとハイダの土地だったこと

から，ここでの営業権にも，ハイダへの配慮がな

されているのである。

AMB は2015年に総合経営計画を見直す。公園

利用状況，エコシステムのモニタリング，計画や

指標など，文化，エコロジー，社会や経済，漁業，

ツーリズムなどがハイダ・グワイとうまくマッチ

するよう，再検討するためである。オイルやガス

などの発掘はもちろん認められていない。海洋漁

業についてもさまざまな制限が設けられている。

1970年代にはアワビが絶滅の危機に瀕した。ラッ

コがいなくなって以後，ラッコの好んだウニの数

が爆発的に増えた。ウニはケルプという茶褐色の

大型海藻を減らしてしまう。海中にあるケルプの

林は，魚たち海中生物の大切な生息空間になって

いる。ケルプにニシンが卵を産みつけたものが，

子持ち昆布となって日本にもやってくる。陸のエ

コシステム同様，海のエコシステムを守ることも，

AMB の重要な役割になっている。＊（
）

�）グワイ・ハーナス国立公園への入場者

ではグワイ・ハーナスへの入場者数をみてみよ

う。

ちょっと数字は古いのだが，2008年度の入場者

数1970人，8100泊。

10年前の1998年を見ると，2005人，�万516泊

となっている。

人数が一番多かったのは2004年，2155人だが泊

数は9572泊だった。

現状でツアー客はおよそ1000人，平均4.5泊，

トータル4500泊/人

カヌーイストなど個人客が500人，平均
泊，

トータル3700泊/人

1996年には平均滞在日数が7.5泊あったが，

2008年は4.4泊まで短くなっている。

1997年には全体の47パーセントが個人のカヌー

客だったが，2007年にはこれが26パーセントに下

がった。

日帰り客や�〜�泊の短期滞在が増えているこ

と，若年層のアウトドアタイプから，中高年のソ

フトアドベンチャータイプへと，近年の客層がシ

フトしている傾向が読み取れる。

全体の入込数は，最近10年で見る限り漸減傾向

にあるようだ。

�）観光業者と取扱人数

グワイ・ハーナスで観光業の営業許可を得てい

るのは，2013年現在29社である。このうち主な業

者の数は10社ほどにすぎない。内訳をみてみると，

カヤックのガイドや，カヌーレンタルをほそぼそ

やっている個人業者もけっこうある。小型水上機

のチャーター業者は�社，カヤックのツアー業者

が12社，小型ヨットでツアーを行なっているとこ

ろが	社，エンジン付きのゾディアックツアー等

を行うのが�社など。複数のサービスを行い，営

業的に十分な軌道に乗せられているところはそう

多くないようだ。どの業者も規模は小さく，公園

内の宿泊施設は�カ所，いずれも定員は20名がせ

いぜいである。

ツアーにしても，�ツアーの定員は12名に制限

されている。上陸地点やキャンプ地点の自然に対

するインパクトを少なくし，分散させるためであ

る。観光業者は毎シ ーズン，取扱予定人 数 を

AMB に自己申告する。実際の取扱人数も報告し

なくてはならない決まりだ。そして�年から�年

の実績平均が予定人数の�割を下回るようなら，

取扱割り当て人数は半分に減らされる，という決

ハイダ・グワイの陸と海

29



まりになっている。この割り当て人数（Quota）

を，業者間で融通し合うことはできない。使いき

れなかった枠はそのまま AMB に返却する。ほと

んどの業者が，保有ボート数も�〜�台，ツアー

シーズンが�月から	月の実質100日間ほどであ

り，営業期間がほとんど夏季に限定されることな

どから，先述の年間�万3000人というキャパシテ

ィにはまだまだ十分なゆとりがある。＊（
）

いずれにせよ，このようなツーリズムの現状か

らも，グワイ・ハーナスはカナダの国立公園の中

でも秘境中の秘境ということ言えるようだ。

�）国立公園管理規定

AMB が決めているグワイ・ハーナス国立公園

の管理規定をみてみよう。まず禁止事項は，①公

園内の自然や動物すべてに手を触れたり，持ち出

すこと ②猟やわなを仕掛けること ③川や湖で

の釣り ④銃砲の持ち込み ⑤洞窟に入ること

⑥森の中で火をたくこと（キャンプファイヤーな

ど） ⑦文化財に手を触れてはならない，などが

挙げられている。園内全体が考古学上の保護管理

も徹底しているため，⑤はハイダの遺跡や遺骨に

関するものだし，⑦はハイダ集落，あるいは18紀

以降の遺跡などが，森の中などあちこちに苔に覆

われながら放置されていたりするからである。さ

らに当たり前のことなのだが，ゴミを散らかさな

いように，とくにプラスチック類の持ち帰りは強

く指示されている。

この国立公園の一番の特徴は，トイレがないこ

とである。基本思想は「人間の排泄物も，動物の

排泄物も，ともに自然に返す」という，有機循環

系の考え方を実行しているのである。これは先の

入場人数や，もとからのハイダの自然との付き合

い方が大きく影響しているものと考えられるのだ

が，先にみたように，若いアウトドア志向のキャ

ンパー・カヌーイストなどが減少しつつあること，

中高年の客層が増えつつあることなどを考えると，

今後検討の余地 が あ るポイ ン ト か と思われ

る。＊（�,�）

�）キャンプ上の規則

①火をたくのは海岸の満ち潮ライン以下のエリア

で。灰を砂とかき混ぜてはならない。潮が満ち

てくると自然に灰などは海水が洗い流してくれ

るからである。

②�カ所にキャンプしたり上陸したりできる人数

は，12人まで。

③公園内はすべて考古学上の研究対象となってい

るので，地面を掘ってはならない。

④化学洗剤は使用しないこと。油を洗い落とすの

はビーチの砂を使えばいい。

⑤排便は波打ち際で。理由は①と同じ。やむを得

ず森の中で行う場合は，川から100メートル以

上離れて20センチ以上の穴を掘って行い，埋め

る。いずれもあとはバクテリアなどが自然の中

に返してくれるであろう。紙や生理用品は必ず

持ち帰ること。

⑥海に物を捨てないこと。ただし食べ残しは海へ。

自然が処理してくれる。食べ残しを地面に埋め

るのは不可。熊が掘り返すことがあり，あとの

キャンパーにも危険である。

⑦流木などをキャンプ用に集めたら，使用後元の
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場所に返しておくこと。

⑧キャンプのあと，細かなゴミなども一切残さな

いように回収すること。

⑨キャンプの食糧管理をしっかりすること。高さ

�メートル以上，幹から1.5メートル以上離れ

た木の枝に，ロープで食料を吊るす（ベア・プ

ルーフ）。また�月以降，サケがf上する時期

には，河口付近でのキャンプは避けるように

（これも熊対策）。

�）グワイ・ハーナスの入園料

グワイ・ハーナスの入園料はカナダ一般の国立

公園に比べ倍ほど高額に設定されている。

個人の入場料は�日19.60ドル。シーズンパス

は117.70ドル。このほか子供料金や高齢者割引，

家族用など小グループ用割引が用意されている。

たとえば，大人�人と子供（17歳以下）�人まで

計
人以内のグループだと，�日49ドル，シーズ

ンパスは294.40ドルなど，けっこうきめが細かい。

こういったシステムは，日本の世界遺産地域でも

ぜひ検討する必要があるのではないか。

�．グワイ・ハーナスの観光ツアー

バンクーバーからプロペラ機 DASH8-300で�

時間半，ハイダ・グワイの南島ともいうべきモー

スビー北東角にあるサンドスピット空港に着く。

空港周辺には民宿が何軒かと，観光業者のオフィ

スが少し。空港ビルの一部に観光案内所がある。

目の前のスキッドゲート海峡の向こうに人口700

人ほどのスキッドゲートの町があり，ここへはフ

ェリーで渡る。ハイダ・グワイ博物館を見逃して

はならない。

サンドスピット界隈ではたまに車が通るだけで，

人通りはほとんどない。海岸べりの道路わきにま

ばらに木が立っていて，枝に白頭ワシがとまって

いたりする。動物の王国とされるハイダ・グワイ

では，陸の象徴が黒熊，海の象徴がシャチ，空の

象徴がワシである。白頭ワシの巣もよくみられる

が，高い針葉樹の上につくられた彼らの巣は，時

に重さが900キロに達するという。

ハイダの黒熊は人間の親戚と思われてきた。か

れらは川で捕まえたサケを咥えて森に運び，木の

下で食べたりもする。川の流れから150メートル

もの範囲に及ぶらしい。平均すると�頭の熊は，

一生のうちに700匹ものサケを森に運ぶ。この食

い残しが，ハイダ・グワイの森を養う。その重量

合計は1.6トンにもなるというから，ハイダの海

と森多くの熊たちによっても結び付けられている

のである。エコロジーのシステムは，実に巧妙に

できている。

�）樹齢1000年，ツガの大木

モースビー・キャンプから出発するボート乗り

場のすぐ後ろに，標高1148メートルのモースビー

山がそびえている。ハイダ・グワイの最高峰であ

る。ツアーのゾディアックボートには多くても10

人ほどしか客は乗れない。最高時速は70キロほど。

普通はこれで�泊�日の国立公園内ツアーを行う。

観光客のハイダ・グワイ平均滞在日数が4.5泊と

いうのは，ツアーをはさんで前後�〜�泊をサン
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ドスピットあるいはスキッドゲート，マセットな

どに宿泊するパターンになっていると見ていいだ

ろう。

ツアーは午前と午後，数カ所の上陸観光を行う。

ボートのドライバーが自然や文化の解説役をかね

ている。もちろん彼はランチやティータイムのク

ッキングも担当する。上陸ポイントは昔の製材所

跡だったり，ハイダの集落跡，鉱山があったとこ

ろなど。いずれも海岸からわずか入っただけで，

ふとしたところから迷子になってしまいそうな，

深い森のなかにある。そして例外なくぶ厚い苔に

おおわれている。木々の枝もふかふかの苔で覆わ

れているだけではなく，サルオガセなどが老人の

ひげ状に垂れ下がっており，まったくものすごい

としか言いようがない。

しかし実際には，1960年代になっても依然さま

ざまな経済活動が続けられていた。数百人が暮ら

した集落には商店も小さいながらホテルもあった

し，鉄鉱山までの道路やケーブルが設置されてい

たというから，現状の森林からは想像もつかない

世界である。

ハイダ集落跡では，かつて（あるいは今も）ウ

ィンディ・ベイと呼ばれていたルッキャ・ガウガ

の人気が高い。ウォッチマン・キャンプの背後に

は，らくに一周できるハイキングコースがつくら

れているし，集落跡の規模も大きい。たくさんの

サケがf上するウィンディベイ・クリーク河口に

位置していて，トレイルを10分ほど歩いてゆくと，

樹齢1000年ほどというツガの大木がある。根元の

直径は�メートルもあるだろうか。かつてはこの

くらいの大木が，あたり一面に生い茂っていた。

だから1970年代以降ハイダの人々は，チェーンソ

ーや皆伐からこれを守ろうとして身体を張って来

たし，そのおかげでわずかながらも，こうした巨

木が現在に生き残った。屋久島も含め，世界の各

地で同様のストーリーに事欠かない。まったく，

森を失った文明は滅びてしまうのである。海もま

た同じであるに違いない。やがてこのような大木

には，「ハヤブサの神」みたいな固有名詞がふら

れるのではないか。先にも書いたが，ルッキャは

ハヤブサのことである。

�）地震で止まった温泉

ハイダ・グワイは太平洋火山帯の上にのってい

る。それでこの辺りにも温泉がでる。ハイダはこ

の島を「ギャンドル・クーイン・グワイ・ヤー

イ」と呼ぶ。文字どおり温泉島。このあたりには

26カ所も温泉が噴き出していて，観光客にもグワ

イ・ハーナス一番の人気スポットだった。海を眺

めながら，のんびり温泉につかることができるか
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らである。次項に出てくるイケダ氏が，およそ

100年前ここにキャビンを建て，当時の鉱山労働

者や木材伐採人夫たちにも自由に使わせたという。

ここは戦後まで，時に行列ができるほどの人気

「湯治場」だった。今はもう建物など何も残され

てはいない。＊（�）

つい最近の2012年10月27日，ハイダ・グワイ沖

すぐの太平洋沖で，マグニチュード7.7という大

地震が起き，これらの温泉湧出が止まった。われ

われは未練たっぷりにこの島を眺めやりつつ，上

陸を諦めたという次第。ちなみにハイダ・グワイ

の記録によると，1949年にマグニチュード9.1と

いう超大型地震が起きている。2011年�月の東北

を上回る規模で，こうなると地球自然の振る舞い

は，人間の力の及ぶところでは到底ない。さっさ

と逃げるしかないし，金があるからといったとこ

ろで，これに対する巨大堤防など無駄な抵抗でし

かない。もちろんハイダ・グワイにも，カナダ太

平洋岸のどこにもそんな公共投資は全くなされて

いないが，サンドスピット界隈では「TSUNAMI

に注意」の標識を頻繁に目にした。ところでここ

の温泉はいつ復活するか。それも当分様子を見る

しかないと，我われのガイドは肩をすぼめた。

グワイ・ハーナスではトドやアザラシの群棲も

見る。20世紀初頭から1970年に法律で捕獲が禁止

されるまで，毛皮やサケの数を守るという口実の

もとに，BC だけで�万5000頭のトドが殺され，

残存4000にまで減少した。アザラシ類は50万頭が

殺され，10パーセントが生き残った。現在のかれ

らの生存数は，4500頭と9500頭，やや回復基調に

あるといったところであろうか。オスのトドは

800キロの体重で通常10頭から15頭のメスを従え

ている。＊（�）

�）鯨のブリーチング

カナダの太平洋岸からアラスカにかけては，氷

河時代がつくった細い海峡や入り江，瀬戸，湾な

どが複雑に入り組んでいる。バンクーバー島と本

土の間のジョージア海峡，その北のクィーン・シ

ャーロット海峡，あるいはハイダ・グワイと本土

の間に横たわるヘカテ瀬戸などは，メキシコ沖か

らアラスカの海を往復する鯨たちのゴールデンル

ートである。イルカやシャチ（オルカ）を始めと

する26種類もの鯨たちが，�万5000キロから�万

キロ，冬に南の海で子を産み，夏は北の海でエサ

を詰め込むため，これらのルートを往復するので

ある。森が海をはぐくむから，海岸線近くの方が

エサも豊富だ。というわけで，我われのボートの

近くにも，毎日鯨が出現する。人気はもちろんザ

トウクジラで，かれらの豪快なブリーチングが目

前で演じられた。グワイ・ハーナス観光の目玉の

ひとつがこれである。

ここにおけるホエールウォッチングのルールは，

①鯨から400メートル以内の船速は
ノット以下，

②鯨の進行方向をさえぎるな，③接近は100メー

トルまで，④100メートル以内のボートは停止を，

⑤鯨に前後から近づかないよう並行せよ，⑥岸に

近い時は沖側に回ること，⑦同じ個体の観察は30

分以内，⑧泳いだりエサを与えたりしない，⑩空

からは300メートル以内に接近しないこと。

グワイ・ハーナス全域はまるで人跡未踏のよう

にも見える。森と海と空しかない。風がなければ
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全く沈黙の世界。たまに鳥の声が聞こえる。しか

しゾディアックから浜に上陸し，ガイドのあとを

ついて森を進むと，大きな製材所のあとの機械類

が錆び付き，苔の下で朽ち果てそうになっていた

り，ビンや缶，作業用だったであろう革靴の片割

れなどが苔に埋もれている。つい最近までの人跡

があちこちに立ち現われてくるのだ。19世紀初頭

にはこんなところまで，日本人が来て働いていた。

Ikeda Cove という固有名詞が今も地図にのって

いる。その銅鉱山は1906年開業，1920年閉山にな

ったが，最盛期は118人もの日本人などが働いて

いた。会社名は Ikeda Bay Company だったと，

ガイドが教えてくれた。14年間でも，当時公害を

引き起こしたりしなかったのだろうかと，気にな

らないではない。

Ikeda Cove のすぐ北側に先にふれた日本人女

性のお墓がある。バンクーバーからか，ビクトリ

アからか，この地のアワビ缶詰工場にまで来て働

き，病をえた磯崎タニヨさんは，亡くなる前何を

思ったであろうかと，深い森の中を歩きながら考

えた。アワビはすぐにとれなくなり，この工場は

1917年まで塩をつくったが，まもなく閉鎖された

という。

Ikeda Bay あるいは Ikeda Cove と，北側のハ

リエット・ハーバー周辺の Jedway では，19世紀

半ば以降繰り返し鉱山ブームが起きている。1966

年の記録ではここの鉄鉱山に278人が働いていた

し，島の西海岸タス湾には同じく鉄鉱山があり，

1000人もの人たちが働いていた。山の中腹から上

が露天掘りによって大きく削り取られ，無残なむ

き出しになったままなのが，遠くからでも見てと

れる。現在のハイダ・グワイ最大の町クィーン・

シャーロット市の人口がようやく940人である。

わずか半世紀前のこのあたりの賑やかさが，なか

なか想像しにくい。＊（�）

�）ビル・リードの墓

トゥアヌー・ウルナガイという廃村跡に寄った。

トゥアヌーは甘藻（アマモ），ウルナガイは村。

地図には Tanu とだけある。付近にアマモがよく

しげる浅瀬があった。アマモは日本では肥料や布

団に使ったし，海水を注いで乾燥させ，焼いた灰

から塩を精製したと辞書にある。藻塩草ともいう。

ここのウォッチマンはウーマンのキャロル・ウィ

ルソン。ニックネームはなぜかダックスープだと

笑った。大きな村でロングハウスが一時は40棟も

あったという。多数のポールが持ち去られた。こ

こ出身で生きのびたイーグル・チーフとワタリガ

ラス・狼族のチーフは，今もスキッドゲートに住

んでいる。ハイダの霊が最も強く残されている村

だ。キャロルの説明の話は極めてわかりやすい。

子供たちがカナダのキリスト教伝道学校に連れ去

られる様子を語ってくれた時，彼女が泣いている

ように見えた。

トゥアヌー村には，あのビル・リードのお墓が

ある。薄暗い森を行くと，海を見通せるところに

小ぶりだが品の良い墓標があった。生前の彼の希

望により，ここに埋葬されたのだという。キャロ

ルの話しぶりから，この芸術家がどれほどハイダ

の人々の支えとなっているかが，良くうかがえた。

キャロルがハイダ語を�つ教えてくれた。ハウア

（Haawʼa）と，ハに力を入れよという。こんにち
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は，あるいはハローである。以後各地でハウアが

十分通じたから，重宝した。

海を行き，いくつかの上陸地点で熊を見た。ラ

ッコが何頭か，ぷかぷか浮きながらこちらを伺っ

ている。ラッコは体長が50センチから150センチ。

剥いだ皮がぶら下げられている昔の写真を見ると，

人の背丈ほどもある。ラッコの毛皮が珍重される

理由は，その細くて柔らかい毛足だ。わずか�セ

ンチメートル四方に，なんと10万本もの和
にこ

毛
げ

が密

生しているという。これが冷たい海の水からラッ

コを暖かく包み，浮かべた。仰向けに浮かんで，

石を使って貝を割る姿がよく知られているが，手

当たり次第の捕獲にあった動物たちは枚挙の暇も

ない。ロシアが正式にアラスカを領有宣言したの

は1799年だが，わずか68年後にアメリカに売却し

てしまったのも，ラッコやビーバーを獲りつくし

てしまい，もはや価値なしと判断したため，とい

う説もある。いやはや，鯨たちだって危うかった

し，いまやマグロだって危うい。人間がいる以上，

コモンズの悲劇というのはきりがない。

�）グワイ・ハーナスの宿泊施設

タヌーからローガン湾，さらにクレセント入江

に入ってゆくと，岸辺近くの鏡のように静まり返

った海上に，ぽつんと�階建ての家が浮んでいる。

グワイハーナス・ゲストハウスだ。数年前にスキ

ッドゲートで組み立てられ，ここまで曳行されて

きた。�階にダイニングがあり，客室は�つ，定

員12名ほどである。ゾディアックのツアーやカヌ

ーイストなどがここに滞在する。公園内では酒類

の販売が許されていないのでワインもビールもな

いが，食事はおいしい。トイレは水洗，ただしシ

ャワーなし。遠隔地であり，汚水処理が大変なた

め，水の消費は最小限に制限されている。ここで

はカヤックを借りて周辺の海に漕ぎ出すことがで

きるから，海鳥類の観察にも都合がいい。まった

くの静寂に浸りたい人，星を見ていたい人には嬉

しいところ。たった�人のスタッフが，クッキン

グからハウスキーピングのすべてをこなしている。

さぞかし休みが待ち遠しいに違いない。

ここもまるで人跡未踏のように感じられるとこ

ろだが，この湾の一番奥から西海岸に向けての道

路建築計画があった。銅鉱山・鉄鉱山ブームはな

やかなりし時代，このあたりもけっこう賑わって

いたことなど，まことに思い浮かべる事すらむず

かしい。

グワイ・ハーナス南部，Ikeda Bay からスカ

ン・グワイの中間にあるもう�つの宿泊施設が，

ローズハーバー・ゲストハウスである。ここが国

立公園になる前の1978年にスーザンたちが，昔の

捕鯨基地だった建物を利用し住み始めた。20世紀

前半，日本人もここで働いていたことは先述のと

おり。錆びた鉄製の同社のパネルが，道端に打ち

捨てられていたりする。スーザンの年恰好からす

ると，あるいはここに見るライフスタイルから，

70年代のヒッピー文化を思わないではいられない。

彼女たちは家の裏の畑で野菜を作っている。電気

はない。ろうそくとランプの生活である。トイレ

も汲み取り式で，匂い消しはスギのおがくず。夜

中に尿意を催したら室内のバケツにして，朝それ

を海に捨てよ，との指示があった。

目の前の海を覗いてみると，浅瀬にウニがびっ
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しりである。赤いウニと黒いウニがあるが，直径

は30センチくらいあろうかという巨大さである。

ガイドのブライアンがボートからオールでつつい

て拾い上げ，ナイフで割って食べさせてくれた。

これだけ大きいと有難味がない。まことにもった

いないことである。ゲストハウス前の浅瀬にはど

こまでも，巨大なウニが折り重なっているのであ

る。これならラッコも生きやすいと思われるのだ

が，今なおラッコの方はレッド・データ・ブック

に載ったままだ。こんなにいっぱいのウニでさえ，

漁師たちがやってきたら，数日で消えるだろう。

AMB の規制が続き，ラッコがこの湾に帰って来

る日が待ち遠しい。

ここに何人か，若い旅人（Globe-trotter）が住

み込みで働いていた。28歳の，仮にハルコさんと

しておくが，彼女は何年か前ツアーでここに来た

ことがある。そのあと世界一周という夢を実現さ

せるため会社を辞め，ヨーロッパからまたここま

で回ってきた。スーザンに頼み込んでしばらく働

かせてもらっているのだという。これから南米に

行くというから，サンパウロの知り合いを紹介し

た。心強いではないか。若者たちは十分な動機さ

え見つけたら，どんどん外に出て行く。今時は

1980年代のように，猫も杓子もハワイだパリだと

は浮かれてはいないかもしれない。しかし，確た

る目的をもって海を渡る若者の数は，当時より多

いのではないかとしきりに思う。

ゲストハウスのシャワーは，高校生ぐらいに見

える全く無口の少年が，屋外のドラム缶に，まき

を燃やして釜を焚いていた。スーザンがつくる食

事はとてもうまい。量もたっぷりある。浮世とは

まったく途絶したような環境で暮らすのも悪くな

いかもしれない。彼女はどうしてここを選んだの

だろう。どこから来たのか。たまに里帰りなんか

するのだろうか。そういえば1968年に，スチュア

ート・ブラントは彼の『ホールアース・カタロ

グ』で，ìStay hungry, Stay foolishíというセリ

フを世界に広めた。貪欲に，愚直に。貧者として

素直に生きよ，と聞こえる。ここは野鳥の天国で

もある。

�）世界遺産スカン・グワイ

スカン・グワイの意味は，「泣き叫ぶ島」だと，

ハイダのガイドブックには記載されている。なぜ

なら，島の岩礁にある潮吹き穴から海水が吹き上

がるとき，まるで女の人が泣き叫ぶように聞こえ

るからだと（たんに「赤い鱈の島」という説もあ

る）。白人はアンソニー島と命名した。ときにニ

ンスティンツとも呼ばれたが，これは昔の村の酋

長の名前から来ている。さきに登場したコヤの後

継者だ。2007年に正式名称がハイダ名となった。

スカン・グワイは東西にも南北にも�キロはない

小島だが，さらに周辺を27の小島というか岩礁群

に取り囲まれている。大昔の火山活動によって出

来上がった島なので，細かな入り江やリーフも多

い。そうした岩礁群はまた，トドやアザラシに格

好な棲息地を提供している。＊（�,�）

世界遺産になっている廃村跡は，島の東側の海

に面している。上陸は北側から。ウォッチマン・

キャンプがあり，カヌーでやってきた何人かがく

つろいでいた。キャンプの建物の壁に，小さな救

命ブイがかけられていて，何気なく見ると大船渡
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という文字が書かれていた。やはりここにも来て

いたかと思ったのだが，津波のデブリ（ゴミ）は

アラスカからカリフォルニアまで，どこでも見ら

れている。ハイダ・グワイのあちこちにたくさん

来ているはずと，ここに来る前には気にしていた。

でも，スカン・グワイで初めて，それも小さなブ

イひとつにお目にかかった。船名が書かれてあっ

たのにどうしても思い出せない。なぜメモしなか

ったのかと不思議である。

ショーンというウォッチマンが，島の案内をし

てくれた。ここには10種，�万つがい以上の海鳥

が棲む。150年の間無人だったし，この離島群に

は哺乳類というか肉食獣がいない。それで鳥たち

の天国ができあがった。ウミスズメ，ウミツバメ

の類がよたよたと海上を飛んでゆく。パフィン

（ツノメドリ），ミズナギドリやカモメの類も無数

である。さらに16種の鳴鳥，森に住むハヤブサ，

クマタカ，フクロウ，白頭ワシなども勢ぞろいし

ている。

小さな島と思えないほど，島の中に足を踏み入

れると森は深い。思わず見とれるくらいの巨木群

にふかぶかと苔やサルオガセがまとわりついてい

る。板張りの細い道を行くと，集落の畑のあとが

あった。ショーンの解説では，この村こそが，フ

ァーストネーションの島としては，世界で最も価

値のある史跡だということだった。多くの死者が

眠る聖地でもある。人々が住んだ洞窟や古墳もあ

る。たくさんのポールがあり，20棟あったロング

ハウスの柱，梁，角材が苔をまとって，横たわっ

たり立ったまま朽ちかけている。天然痘が猖獗を

きわめたとき，生き残った南の村々から人々はこ

こに集まってきた。そしてそのあと，スケダンス

からスキッドゲートへと逃れた。

東の浜に向かってさまざまなポールが立ったり，

斜めになったりしながら林立している。おもな正

面柱などは，ほとんどといっていいくらい持ち去

られてしまったが，それでも風雨にさらされつつ，

多くはそれぞれ何かを訴えかけつつ存在する。浜

辺にはかれらのカヌー溜りが残されている。浅瀬

は引き潮時しか小さなカヌーといえども出入りで

きなかった。敵の襲来も防ぎやすかったのである。

ハイダの人々の夢のあとなのか，と思った。消え

ゆく遺跡なのだが，ここはハイダの聖地として永

遠にのこる。島の土に，洞窟に，森の中に，精霊

たちのスピリットが満ちている。考古学上からも，

スカン・グワイ全体が世界遺産にふさわしい，カ

ナダが世界に誇る自然と文化の宝なのだと，ショ

ーンは静かに語った。
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スカン・グワイのウォッチメン・キャンプ

スカン・グワイ集落の復元図

出所：Ninstints-Haida World Heritage Site



�．グワイ・ハーナスの観光マネジメ

ント

�）自律的ツーリズム

まったく他のどこにも例のない世界遺産である。

1981年という早い時点で，世界遺産に登録された。

見てきたとおり，だがほとんど知られることがな

い秘境である。「宗教，国境，民族，文化の壁を

越え，人々がお互いを認め合い理解しつつ，そこ

を共通の財産として後世に残す平和維持のしく

み」，というのが世界遺産の意義である。まこと

にグワイ・ハーナスほど，その理念を伝えるのに

ふさわしい場所はない。だが，だからといって年

間ここを訪れる人が，世界中からわずか2000人で

いいのだろうか。仮に2000人が117ドルの入場料

（シーズンパス）を買ったとしても，公園管理費

は2000万円に満たない。また仮に，2000人が4.5

泊ハイダ・グワイに滞在し，�人当たり1000ドル

を落としたとしても，�億円に満たない。せめて

だが，現在の AMB が設定する年間の総枠�万

3000人泊を一杯にするくらいの，自律的努力がな

されなくてはいけないのではなかろうか。いまの

平均4.5泊を当てはめてみるとざっと7000人分で

ある。ほぼ現状の�倍。このくらいは，あるいは

年間�万人くらいの目標でもいいと思われる。と

すれば，ハイダの人々の収入も多少は増えるに違

いない。文化財を大切にするのは当然である。し

かし，世界共通の財産も，ほんの一握り，年間た

った2000人ほどにしか体験させられないのでは，

あまりに宝の持ち腐れ，ということにならないか。

別に富士山などを持ち出すまでもない。世界中に

ある962カ所（2012年現在）という世界遺産の中

で，年間訪問者が2000人のところはいくつあるだ

ろう。今や南極大陸にだって，年間�万人近くの

人が訪れる時代である。

というわけで，ではなぜ最近十数年ここへのツ

ーリストが漸減傾向にあるのかを考えてみた。す

ぐに出てくる答えは，「ツーリストがまた行きた

い」と思うようなサービスが提供されていないか

らである。アドベンチャー志向の若者をいうので

はない。アドベンチャーはそう何回も行かないし，

そもそも分母が少ない。カヌーやカヤックの愛好

者にしてもしかりである。この人数が減少してき

たのは，ここまでやって来られる時間と予算的余

裕のある Innovator たちが一巡したか，全く知ら

ないかのどちらか。

�）最もふさわしい客層に向けて

筆者が言いたいのはもう�つのカテゴリー，ゆ

とりある中高年のソフト・アドベンチャー志向層
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ロングハウスの跡，棟木が何本も横たわっていた ポールに刻まれた狼。風雨にさらされ，

少しずつ消えてゆく



のことである。ここに対するアピール，宿泊関連

施設の基盤整備が不十分である。

ゾディアックでグワイ・ハーナスを巡るという

のは，心躍る体験である。しかし，一日何回かの

上陸時は，すべて Wet landing だ。重いゴム引き

レインギアを常時着用しているから，行動の自由

がきかないうえ，長靴も重い。ボートからの乗り

降りにまことに骨が折れるのだ。ツアー価格は多

少高くても，もう少し快適なボートが提供できな

いだろうか。せめて濡れなくて，キャビンも暖か

い小型ボートくらい。自然との一体感は多少薄れ

てしまうかもしれないが，アクティブ・シニアと

はいえ，大半の本音からすれば濡れたり寒かった

りするのは堪える。Dry landing 用の簡便な梯子

だってすぐに用意できるはずである。

次には宿泊施設だ。先に紹介した通り，広大な

国立公園の中に，ごく小規模なものがふたつしか

ない。しかも，一般のツーリストにとっては到底

快適とは言い難いサービスレベルにある。シャワ

ーが無かったりトイレがあのような状況では，一

般のツーリストはひるんでしまう。民家にお邪魔

させていただく，という雰囲気も普通にはなじみ

にくいし，気楽な旅の解放感からは程遠い。電気

がなく，寒い，というのもまた。熱効率のいい建

物と，小型の発電機があれば十分なのである。世

界中の観光地には，デラックスではなくてもいい

から「上質な」時間が過ごせる，「快適な」空間

が要求されている。中高年のソフト・アドベンチ

ャラーこそが，それを求めているのである。レス

トランでも，ワインが何通りか選べるくらいなら

さらに嬉しい。

そこそこ快適で，ゆったりした時間が過ごせる

宿泊施設が，フローティングであれ固定であれ，

せめて数カ所は欲しい。これだけあればツアー日

数も，無理矢理�泊�日あたりに抑え込む必要は

ないし，トイレだってエコロジスト100％を気取

らなくて済むであろう。

こういったレベルのインフラがもし整ったとすれ

ば，中高年旅行者の満足度は格段に跳ね上がるに

ちがいない。

提供されるサービスの満足度が期待値を恒常的

に上回れば，顧客連鎖が発生する。口コミでもイ

ンターネットでも，とくに後者のそれは，時間と

空間の壁を瞬時に越え，今や地球の隅々にまで伝

わるようになっている。

このカテゴリーからすぐ連想されるのは，アド

ベンチャークルーズ船誘致である。カナダからア

ラスカへのインサイド・パッセージは，北米クル

ーズ市場にとってのドル箱になっている。これら

のクルーズ日程に，グワイ・ハーナスを入れるよ

う営業活動を強化すること。クルーズの利点は，

環境に与えるマイナス・インパクトが少ないこと

である。かれらは船内に宿泊するから，受け入れ

側に負担はない。北極圏や南極方面にも最近は大

型船が訪れ，ゾディアックで数カ所に上陸観光を

行なっている。きちんとした船内レクチャーによ

り，観光客はいながらにしてエコツーリズムのイ

ンタープリテーションを受けることができる。そ

れらのクルーズ客を通じ，ここを世界にアピール

することができれば，カナダにとってもハイダに

とっても，あるいは直接的経済効果は少ないかも

しれないが，PR 効果は大きい。グワイ・ハーナ

ス独自の観光ルールの徹底もクルーズ船なら容易

である。

�）年間100日営業を脱するために

つまり現状における AMB のデステイネーショ

ン・マネジメントは，いささか独りよがりにうつ

るのだ。あるいは，当初の完璧 SIT 志向用から

抜け出せていないし，AMB という会議の構成メ

ンバーからして，モダン・ツーリズムのマネジメ

ント専門家を欠いているとしか思えない。あれだ

けの素晴らしい自然と，筆舌に尽くしがたい文化

遺産が，素材のまま放り出されている。つまり高
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級野菜と極上の肉を持ちながら，いいコックがい

ないレストランのようなものといえば，わかるだ

ろうか。

AMB にせよ，カナダ観光局にせよ，このこと

をもっと真剣に検討するべきである。そして最低

限の投資を考えなくてはならない。そうすれば現

在に年間100日という営業期間も広げられる。投

資の仕組みは BC 州が主体でも民間でもいい。要

は AMB にその結果としての十分なメリットが残

せればいい。サステーナブルなツーリズムのマネ

ジメントに関しては，あるいは公園管理に関して

は今更言うまでもないほど，ノウハウは各方面に

重ねられている。あとはしっかりしたビジョンの

もとに，目標を立て，モニタリングを行いつつ，

思い切った経営判断を行うことだけであろう。

現状の利用状況では，あまりにもったいない。

最後にもう�点。スキッドゲート部族会議

（Skidegate Band Council）が2000年にスワンベイ

に設営した，若者向けキャンプ場について。子供

たちにハイダの自然と文化を体験させるため，と

いう目的で作られたものだが，BC 州政府などが

音頭をとって，州内のサマーキャンプにもっと多

くの子供たちを参加させられないだろうか。ハイ

ダの文化を体験させるのに，あまりに生真面目に

なってしまうのもよくない。楽しい自然体験がた

くさんできる教育素材に事欠かないのが，ハイ

ダ・クワイであり，グワイ・ハーナスである。

�）ハイダとマオリについて

ニュージーランド（NZ）にはマオリという先

住民がいる。最初に NZに上陸し測量などを行な

ったのが，かのキャプテン・クックだ。1779年，

彼の第�回の南太平洋周航時である。当時NZに

住んでいたマオリは，10万人から20万人。彼らの

人口も病気や戦争で激減したが，現在のマオリ系

はおよそ NZ人口の14％，60万人にまで回復した。

しかし現在マオリ系はすべて混血である。もはや

純粋なマオリは�人もいない。だがマオリの文化

は NZ人の誇りにまでなった。

歴史的背景を振り返ってみると，ハイダとマオ

リは全く重なって見える。現在ハイダ・グワイに

住んでいる人口4000人にも，カナダやアメリカ北

西部などに移って行ったハイダにも，もはや純粋

なハイダは残っていないであろう。しかし彼らの

誇りも，マオリと同じである。双方とも文字を持

つことがなかった。口伝と彫刻で自らの歴史と文

化を伝えた。しかしハイダを襲った運命は，マオ

リよりも過酷だったと言えるかもしれない。

日本にやってきたザビエルが上陸したから，鹿

児島にザビエルという名前が付けられ，ペリーが

やってきたから東京湾がペリー湾になり，彼が乗

ってきた船名から下田がサスケハナという事態に

なっていたらどうだろう。ハイダ・グワイやグワ

イ・ハーナスなど，かれらの地名そのものさえ，

ようやく最近になって復権しはじめたばかりであ

る。このことを考えると，スカン・グワイの世界

遺産登録というのは，ハイダにとって実に大きな

歴史の転回点だったし，ビル・リードたち芸術家

が果たした役割もまた絶大である。

BC 州立大学の考古学博物館，ビクトリアにあ

る BC 州立博物館，そしてスキッドゲートのハイ

ダ・グワイ博物館を，今回つぶさに見て回った。
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ウォッチマンの話を聞く（スカン・グワイ)



ハイダ・グワイの自然を背景とする彼らの驚くべ

き芸術文化が，その歴史が，それぞれ見事に展示

されていた。オタワの国立博物館をはじめ，カナ

ダやアメリカ各地に，もっと多くのハイダの遺産

が散在している。歴史のかなたに消えるのではな

く，多くの人々に，生きたハイダの文化を未来に

伝えるきっかけになるなら，それもまたよしなの

だろうか。

モースビー・キャンプからグワイ・ハーナス周

遊のツアーに出発したのは�月下旬だった。気温

は15度。天気がくるくる変わる。外海に出ると波

をもろにかぶることがある。曇り空から雨になる

こともあり，上下しっかりした雨具，救命ジャケ

ットも常時着用しなければならない。湾の奥や入

り江に入ると，海面がまったく鏡のようになる。

ヨットがぽつんと浮んでいたり，カヤックを漕い

でゆく人にも，たまに出くわした。まさに Super

Natural を体感する。空が晴れ上がり，陽がさし

てくると水の色が一変，すべてが澄みきって見え

る。曇りの時はサンクリストバルの山々が，遠く

濃淡を幾重にも描きだして，墨絵のように美しい。

海面すれすれをウミツバメが不器用に飛び，ある

いはボートを避けるふうもなく浮かんでいたりす

る。

ガイドのブライアンは21歳だった。長身で無口

である。一見ふてくされているようにも見えるの

だが，カナダ人によくある素朴で素直なタイプ。

ゾディアックを苦もなく操り，ネイチャーガイド

をする。宿に着くとギターをぽろぽろ弾いている。

向こうから話しかけてくることはない。冬の間は

何をするのか聞いたら，車でカナダ大陸の反対側

まで行き，大西洋に浮かぶニューファウンドラン

ドに渡って，あちこち一人旅をするのだそうだ。

車の中で寝るから，お金はかからないと。

おわりに

グワイ・ハーナスでブライアンの口から，「ア

リチカ・イケダ」という人名が，ごくあたり前の

ごとく出てきてびっくりした。後で調べてみると，

アーチー・イケダとして，このあたりではかなり

知られた人物だったようだ。それで思い出したの

が，新田次郎が書いた『アラスカ物語』である。

19世紀末，おそらくこのイケダ氏と同じころ，北

極圏のエスキモーと暮らしたフランク安田氏の話

だ。このあとにも当時のカナダの日本人について

触れるが，カナダ最後のフロンティアと白人がう

たったハイダ・グワイまで，女性たちを含む結構

な人数が来ていたことに，感慨を深くした。アリ
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ハイダ・アーティスト，グージャウ氏（左）と彼の

作品カヌー（スキッドゲート博物館)

ハイダの人々のパレード

（スキッドゲート・ハイダ博物館前で)



チカという響きからすると備前岡山藩・池田家，

お侍さんの家系の人かもしれない。フランクもア

ーチーも，海外雄飛型明治人の先達だったのであ

る。

K・ダルツェルは彼女の�巻の本で，しらみつ

ぶしにハイダ・グワイ（クィーン・シャーロット

島）のことを書いた。とくに第�巻ではハイダ・

グワイを20区にも分け，それぞれの地図上に詳細

な地名まで，手書きで書き込んでくれている。徹

底して文献やアーカイブを渉猟し，当時の地方紙

の細かな記事から，多くの人々へのインタビュー

まで，よくもまあここまでという掘り下げぶりで

ある。そのおかげで当時の Ikeda Bay や，イケダ

氏の写真にもお目にかかることができた。

ハイダ・グワイのあと，バンクーバーからビク

トリアに行き，バンクーバー島の太平洋岸にも回

ってみた。文中に出てきたヌートカ湾の少し南に，

トフィーノという人口1850人の町がある。現在太

平洋沿岸国立公園になっている一帯である。そし

て，ビクトリアの少し北，ジョージア海峡に浮か

ぶソルトスプリング島（人口7000人）にも足を伸

ばした。本土との間に浮かぶたくさんの島々が，

目下観光で脚光を浴び始めている。そんなカナダ

の離島観光の現状を見てみたかったからだ。

トフィーノの背後には標高2000メートルを超え

る，ストラスコナ州立公園の山々がそびえている。

やはり雨量が多く，このあたりの森林はハイダ・

グワイとよく似た，モミやスギの巨木が多い。

1959年にジョージア海峡側からの道路が開通する

までは，ビクトリアなどから太平洋側のトフィー

ノ方面へは，船便に頼るほかなかった。1792年に

ここに来たスペイン人たちの先達がキャプテン・

ヴィンセンテ・トフィーノ，当時この辺りを仕切

っていた先住民がクレイオクォット族，そのチー

フがウィカニニッシュといった具合に，18世紀以

降の懐かしい名前が多く残る。チーフの名前は現

在ここにある人気の高いホテル名にまでなった。

このホテルの売り物は，真冬の太平洋から押し寄

せる荒波が，遠浅の浜辺に押し寄せるシーンを眺

めること。「何もない」ところだったが，これで

人気に火がついた。

ソルトスプリング島のガンジースという町の中

に，ちいさな日系人移民記念公園がある。その歴

史を語る写真と解説パネルによると，この島への

白人などの移住は1859年に始まり，1895年にはも

う10人の日本人が住んでいた。1901年の記録はこ

の島の人口558人，出身国籍は15カ国，日本人は

59人で，全体の�割を占めている。1908年，カナ

ダへの日本人移民は年間，男のみ400人に制限。

41年に太平洋戦争が始まると，�万2000人の西部

カナダ在住日本人は「エネミー・エイリアン」と

して財産も没収され，内陸部に強制移住を余儀な

くされる。戦後46年には4000人が国外追放されて

日本に帰った。カナダ政府による公式謝罪は1988

年になってから。といったぐあいに身につまされ

つつ，ハイダのことなどと重ねて印象深かった。

この地からまた，ハイダ・グワイに渡った日本人

がいたはずではなかったか。ガンジースの街角に

は寿司屋があったし，酪農・ワイン・観光をベー

スにした島の雰囲気はとてものんびりしていて，

居心地がいい。

ビクトリア近辺は島々も含め，とくに本土との

海峡側は温暖好天が多く，真冬でも東京より暖か

いときがある。しかも夏は涼しい。それでシニア

層が退職後カナダ全土から移住してくる。一人暮

らし老人も多いが，ハンディキャップがある人で

も気軽に外に出歩けるバスや，社会常識やシステ

ムがシニア仕様になっていて，観光客の立場から

も心地よい。新聞広告などにも，シニア向け生活

お助け補助器具各種が並び，なかなか面白かった。

ビクトリアをインナー・ハーバーから眺めると，

正面に重厚なエムプレス・ホテルがそびえている。

すぐ右に BC 州立博物館をはさんで州議事堂。双

方とも1900年代初頭にフランシス・ラッテンブリ
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ーという24歳の若者が設計した。当時ここにあっ

た石鹸会社が海を汚していたので州政府は話をカ

ナダ太平洋鉄道（CPR）に持ちかけ，港のクリー

ンアップとランドマーク建築双方をもくろみ，�

万1000坪の土地も提供したという。一挙両得作戦

が当たって，ビクトリアは目下世界中からの観光

客を集めている。町中1500本の街灯に美しいフラ

ワーバスケットが吊られている。多くのビクトリ

ア大学の学生たちが，アルバイトとして花の手入

れを請け負っているのだと，タクシーの運転手が

教えてくれた。

1905年に当時の CPR 社長だったトーマス・シ

ョーネシーが，インド統治を含め大英帝国最盛時

のビクトリア女王にあやかり，Empress と命名

したというのがホテル側の説明である。ショーネ

シーの名前は，現在 BC 州立大学界隈の高級住宅

街にも残されている。

そういえば，エムプレス・ホテルの宿泊支払明

細書を眺めていたら，国税が�％，州税が10％，

それに「デスティネーション・マーケティング・

フィー」�％が加算されている。なるほどと思っ

た。国は外交と国防に，その他のことは各地方に

任せる。地域は地域で観光行政用の特別課税まで

やりつつ財源も確保する。それであんなにきれい

な街並みや公園整備ができるのなら，オリンピッ

クに向けた東京はじめ，日本各地の魅力再生計画

も前に進ませられるかもしれない。観光はハード

系の大型投資に比べれば，大した金額は要らない。

しっかりした将来のビジョンと，地域の「やる

気」である。地域の人たちがその気になって力を

あわせないと，結局何も動かない。今回カナダに

�週間ほどいて，改めてその感を強くした。

カナダという広大な国に行くと，その都度いろ

いろなことを学ぶ。しかし今回のハイダ・グワイ

は格別だった。ある程度想像はしていたが，実際

のそれとは格段の差である。地球の歴史と，人類

の歴史と，先住民族の文化と，旧大陸と新大陸に

住む人びとが「再会」したプロセスを，現場検証

させられたというか，あらためて学習させてもら

った。先住民族がもつ歴史は長い。それに比べて，

新大陸に「白人たち」が現れたのは，たかだかこ

の500年と少しだ。さらにそのなかで，南太平洋

から新大陸の北極圏まで，いかに大きな変化が引

き起こされてきたか。あるいは最近のたった100

年，さらにこのわずか50年という短い期間の中で

何が起こったか。人類の歴史はどこに向かってい

るのか。

ハイダの歴史が示唆するところは途方もなく大

きい。
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